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３つのポリシー

学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)
学位授与に関する基本的な考え方について、各大学等が、その独自性並びに特色を踏まえ、

まとめたもの。この方針において、卒業（修了）生に身に付けさせるべき能力に関する大学の
考えを示すことにより、受験者が大学を選択する際や、企業等が卒業（修了）生を採用する際
の参考となる。機構の認証評価では、同方針について明確に定めそれに照らして、成績評価や
単位認定、卒業認定が適切に実施され有効なものとなっているかを評価する。

教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)
教育課程の編成及び実施方法に関する基本的な考え方をまとめたもの。この方針の策

定に当たっては、教育課程の体系化、単位の実質化、教育方法の改善、成績評価の厳格
化等について留意することが必要である。機構の認証評価では、同方針について明確に
定め、それに基づいて教育課程が体系的に編成され、その内容、水準が授与される学位
名において適切であるかどうかを評価する。

入学者受入方針(アドミッション・ポリシー)
各大学・学部などが入学志願者や社会に対し、その教育理念や特色などを踏まえ、教育活動

の特徴や求める学生像、入学者の選抜方法などの方針をまとめたもの。入学者選抜や入試問題
の出題内容にはこの方針が反映されることとなっている。機構の認証評価では、大学等に対し、
アドミッション・ポリシーの策定・周知を求めるとともに、実際の受入学生の状況を通じてポ
リシーの実効性について評価を行う。
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２巡目における「ポリシー」の評価

基準4 観点4-1-①
入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定め
られているか。
基準5 観点5-1-①
教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明
確に定められ ているか。
基準5 観点5-3-①
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められて
いるか。

《課 題》
• 「定められているか」を分析するだけで、相互の関係について扱わな

かった。
• 入学⇒履修⇒卒業という順番で分析するために、期待される学習成果を

明示するディプロマ・ポリシーが最後の項目になってしまっていた。
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平成28年3月の関係法令の改正

大学に対する要請(学校教育法施行規則、大学設
置基準等改正)

• ３つのポリシーの策定公表（29年度から）
• SD、教職協働

評価機関に対する要請(細目省令改正)（30年度か
ら）

• 「内部質保証」(チ)、「３つのポリシー」(へ)を認証
評価すること

• 特に、「内部質保証」は「重点的に認証評価を行う」
こと

• ステークホルダーの関与の増大(第1条第1項第四号)
• 評価機関自身の自己点検・評価を行うこと
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学教法施行規則第165条の2の追加

第165条の2 
大学は、当該大学、学部又は学科若しくは課程(略)ご

とに、その教育上の目的を踏まえて、次に掲げる方針
(略)を定めるものとする。

一 卒業の認定に関する方針
二 教育課程の編成及び実施に関する方針
三 入学者の受入れに関する方針

2 前項第二号に掲ける゙方針を定めるに当たつては、同項
第一号に掲げる方針との一貫性の確保に特に意を用い
なければならない。
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法令改正を踏まえた機構による
認証評価３巡目における取扱い

基準６－１ 学位授与方針が具体的かつ明確であること
分析項目６－１－１
学位授与方針を、大学等の目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定していること

【分析の手順】
・学位授与方針において、以下の各項目に係る記述が含まれていることを確認する。

・学生の進路先等社会における顕在・潜在ニーズ
・学生の学習の目標となっていること

・「何ができるようになるか」に力点を置き、どのような学習成果を上げれば卒業を認定し、学位を授与するのかが具体
的に示されていること

基準５－１ 学生受入方針が明確に定められていること
分析項目５－１－１
学生受入方針において、「求める学生像」及び「入学者選抜の基本方針」の双方を明示して

いること

【分析の手順】
・学生受入方針において、以下の各項目に係る記述が含まれていることを確認する。
・求める学生像については、入学前に学習しておくことが期待される内容
・入学者選抜の基本方針については、入学者受入方針を具現化するためにどのような評価方法を多角的に活用し、それぞ
れの評価方法をどの程度の比重で扱うのか
・特に学士課程については、受け入れる学生に求める学習成果（「学力の３要素（（１）知識・技能、（２）思考力・判
断力・表現力等の能力、（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）」についてどのような成果を求めるか）

6



法令改正を踏まえた機構による
認証評価３巡目における取扱い

分析項目６－２－２
教育課程方針が学位授与方針と整合性を有していること

【分析の手順】
・教育課程の編成及び実施の内容が、学位授与方針に定める獲得が期待される能力を学生が獲得できるものとなっている
かを確認できるだけの整合性を有していることを確認する。

基準６－２ 教育課程方針が、学位授与方針と整合的であること

分析項目６－２－１
教育課程方針において、学生や授業科目を担当する教員が解り易いように、①教育課程の編

成の方針、②教育課程における教育・学習方法に関する方針、③学習成果の評価の方針を明確
かつ具体的に明示していること

【分析の手順】
・教育課程方針において、分析項目本文の①から③の各項目に係る記述が含まれていることを確認する。
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法令改正を踏まえた機構による
認証評価３巡目における取扱い

ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーを(観点によ
る分析を求めることにとどまらず)教育課程に関する基準６－
１、６－２で扱う。ただし、アドミッション・ポリシーについ
ては、募集の単位と教育課程とがかならずしも一致していない
大学があることから、基準５－１（機関別の事項）で扱う。

「定めてあるか否か」を確認するだけでなく、施行規則が求
める条件を備えているかを分析し、基準について判断する

⇒ 後に紹介する２大学はこの点で優れていると判断している。
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法令改正を踏まえた機構による
認証評価３巡目における取扱い

ディプロマ・ポリシーと他のポリシーとの論理的関係を重視
して分析することとして、分析の順序も配慮する。ただし、
「一貫性に意を用いているか」は判断が難しいので、一貫性が
あるか、整合的であるかを分析する。

したがって、これらの点を確認できない場合には、改善を要
する点を指摘し、該当基準を満たしていないと判断する。

また、施行規則は学士課程と大学院課程とを区別して扱って
いるが、機構の「大学評価基準」では区別せず、すべての教育
課程について３つのポリシーが適切に定めてあることを求めこ
ととした。
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３つのポリシーの策定・公表状況等に
関する優れた点

【富山大学】
・３つのポリシーが学位授与方針を軸として極めて整合的に構築
○すべての学部にわたる全学的な学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、学生が身に付けるべき知識・能力として、
幅広い知識、専門的学識、問題発見・解決力、社会貢献力、コミュニケーション能力の５項目を設定している。この全学的
方針に基づき、各学部又は学科が、これら５項目をそれぞれさらに具体化する形で達成目標と指標を明確に定め、それを当
該学部・学科の学位授与方針としている。さらに、学位授与方針に明示したこれら５つの能力に対応させて、入学時に求め
る資質・能力を示す入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）を策定するとともに、５つの能力のそれぞれを身に付け
るための学修内容・学修方法・学修成果の評価方法を定めた教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）を策定
している。このように、３つの方針、及び全学の方針と学部・学科の方針とが、５項目の能力を軸に極めて整合的に構築さ
れている。

【琉球大学】
・URGCC（琉大グローバルシティズン・カリキュラム）に定める学習教
育目標に対する学習到達度についての全学版ルーブリックを策定し、更に
学位授与の方針と教育課程編成・実施の方針の対応関係を示したカリキュ
ラムマップを作成
○ＵＲＧＣＣ（琉大グローバルシティズン・カリキュラム）の７つの学習教育目標に対する学習到達度の評価基準を観点ご
とに分け、それぞれに到達すべき段階を具体的な指標で記述し、尺度で示した全学版ルーブリックを策定するとともに、学
士教育プログラムごとに学位授与の方針と教育課程編成・実施の方針の対応関係を示したカリキュラムマップを作成し、整
合性・一貫性を確認している。

平成29年度 大学機関別認証評価 評価結果より
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以下の点が評価されたものと考えている。
・３つのポリシーが一貫性・整合性あるものとして策定されていること。
・学位授与方針のうち「学生が身に付けるべき知識・能力」として，全９学部
に共通した５つの能力（幅広い知識，専門的学識，問題発見・解決力，社会
貢献力，コミュニケーション能力）を設定し，これを基に，各学部において
達成目標と指標を明確化したこと。

・教育課程編成方針及び入学者受入方針について、学位授与方針で設定した
５つの能力にそれぞれ対応するよう，項目毎に定めたこと。

・全学のポリシーと学部・学科の３つのポリシーの関係性を、１つのシート
上で分かりやすく明示したこと。

３ポリシーの策定について 富山大学

大学改革支援・学位授与機構からの質問
Q.１ 平成29年度に実施した認証評価において、優れた点として「学士課程の

３つのポリシーの策定、公表」を指摘している。この評価結果について、
どのような分析をされたか
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３ポリシーの策定について 富山大学

Q.２ 策定の背景、経緯について(法令の改正のほか、学内ではどのようなこと
が重要な論点となっていたか)

本学の３ポリシーについては，これまでも策定していたものの，以下の課題

等から，全面的な見直しの実施に至った。

＜策定前の課題＞

・抽象的で形式的な記述となっており，内容を具体化する必要があった。

・３ポリシーの相互の関連性が弱く，一体的に策定されていなかった。

・全学の統一的な方針が不明確で，学部毎にポリシーを策定していた。

・学位授与方針においては，学生が身に付けるべき資質・能力の目標が

不明確だった。

・アドミッション・ポリシーと入学者選抜方法との関係性が不明確だった。
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３ポリシーの策定について 富山大学

Q.３ どのような学内体制・手順によって検討が行われたのか。また、どのよう
なリーダーシップの下で検討が行われたのか

教育担当理事の下で，各学部長を構成員とする「３ポリシー検討WG」を中
心に原案を作成し，学部では，学部長のリーダーシップにより調整を進め，関
係会議において検討（平成28年６月～平成29月６月）を重ねた。

３ポリシー見直し検討体制イメージ図
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３ポリシーの策定について 富山大学

Q.４ 策定過程においてどのような困難があり、それをどのように克服したのか

３ポリシー策定の過程における諸課題について，以下のとおり対応した。

・３つのポリシーの一貫性及び整合性をどのように図るか。

→各ポリシーに明記すべき内容を一つのシートにまとめ，そのシートによ

り一貫性及び整合性を図りつつ，DP⇒CP⇒AP の順に策定した。

・同一学位でも学科によりカリキュラムが異なる場合，CPの策定が困難。

→DPに明記する能力は学位プログラム単位とし，対応するCPは学科の独

自性を考慮し，学科単位も可とした。

・見直した３ポリシーをどう実質化するか。

→３ポリシーの策定は，各学部長を構成員とする「検討WG」において検

討し，それぞれの学部でポリシーに関する相互理解を図るとともに，

随時，検討の進捗状況を関係会議等で報告し，情報の共有を図った。
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人文学部（人文学科）の３つのポリシー

富山大学資料：2枚目

富山大学
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人文学部（人文学科）の３つのポリシー

富山大学資料：2枚目

富山大学
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理学部の３つのポリシー

富山大学資料：３枚目

富山大学
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シラバス

富山大学資料：４枚目

富山大学



19University of the Ryukyus

琉球大学

大学改革支援・学位授与機構からの質問
Q.１ 平成29年度に受けられた認証評価において、貴大学の学士課程の３つの

ポリシー策定、公表について優れた点を指摘いたしましたが、この点を優
れていると評価された結果について貴大学においてどのように理由等を分
析されているか。

以下の点が評価されたものと考えている。
・URGCCの合言葉のもと、教育改善の雰囲気が醸成されたこと
・全学学士教育プログラム委員会が機能したこと
・一貫性・整合性を担保するため、学士教育プログラムごとに３つのポ
リシーを１枚のワークシートにまとめ、策定したこと

・その作業を毎年行い、常に確認していること
・DPとして全学共通の７つの目標を設定し、これをもとにメタ・ルーブ
リックを策定し、学生の到達すべきレベルを明確化したこと

・調査体制（Web調査等）が整いエビデンスを蓄積していること

３つのポリシーの策定について
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琉球大学

Q.２ 策定にあたっての背景、経緯がどのようなものであったか。

URGCC導入前は主に以下のような課題があり、質保証の観点から全面
的に見直す必要があった。
・APだけが先行して公表されていた

→年度ごとのワークシートを作ることにより解決
・DPに相当するものは各学部が自由に設定しており、全学的な統一感が
なかった
→全学共通の７つの目標及び対応関係表を作ることにより解決

・APは入試委員会、DPは教育委員会といったように、担当が縦割のため、
対応関係が不明瞭であった
→窓口を学士教育プログラム委員会に一本化することにより解決

３つのポリシーの策定について
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琉球大学

Q.３ どのような学内体制・手順によって検討が行われたのか。また、どのよ
うなリーダーシップの下で検討が行われたのか。

・学長のリーダーシップはもちろんのこと、全学学士教育プ
ログラム委員会が牽引役となったこと

・学士教育プログラムが設置されたこと
・全学学士教育プログラム委員会の運営を支援するため、専
門の部署が設置されたこと
→URGCC推進支援室（現グローバル教育支援機構開発室）
（室長１名、研究員１名、支援員１名）

・業務は議題の調整から委員への連絡、資料の印刷まで

３つのポリシーの策定について
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琉球大学

Q.４ 策定の過程においてどのような困難に直面し、それはどのように克服し
たのか。

・３つのポリシーの年度のずれについて
本来の策定順はDP→CP→AP
しかし実際はAP→DP→CP
平時は問題がないが改組などがあるときは特に重要
現在は年間計画で対応

３つのポリシーの策定について



琉球大学における質保証システムの構築
～URGCCとメタ・ルーブリックを中心に～

琉球大学グローバル教育支援機構

© Copyright 2018 Global Education Institute
at University of the Ryukyus.

平成31年度に実施する大学機関別認証評価等に関する
自己評価担当者等に対する研修会資料



はじめに～認証評価結果
URGCC（琉大グローバルシティズン・カリキュ

ラム）の７つの学習教育目標に対する学習到達度の
評価基準を観点ごとに分け、それぞれに到達すべき
段階を具体的な指標で記述し、尺度で示した全学版
ルーブリックを策定するとともに、学士教育プログ
ラムごとに学位授与の方針と教育課程編成・実施の
方針の対応関係を示したカリキュラムマップを作成
し、整合性・一貫性を確認している（平成29年度実
施大学機関別認証評価評価報告書から）。

University of the Ryukyus
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１．琉球大学の概要
Ｌand-Grant University〜地域に貢献する大学

第二次世界大戦後、アメリカ統治下の沖縄で、向学の志に燃え
る高校生、沖縄の復興を教育に託した保護者、さらにはハワイ
の沖縄県人会などの熱望により、ミシガン州立大学をモデルと
して、「地域に貢献する大学 Ｌand-Grant University」の精神の
下、1950年5月に設立。

University of the Ryukyus

開学の鐘 開学記念式典の様子

もともとFDに熱心なアメリカ型
風土
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７学部９研究科の総合大学

人文社会学部、国際地域創造学部、教育学部、理学部、
医学部、工学部、農学部 （H30年5月1日現在、在籍者数7,230名）

人文社会科学研究科、観光科学研究科、教育学研究科、
医学研究科、保健学研究科、理工学研究科、農学研究科、
法務研究科、鹿児島大学大学院連合農学研究科

（H30年5月1日現在、在籍者数1,125名 ※連合大学を除く）

University of the Ryukyus

千原キャンパス 上原キャンパス
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URGCCとは、21世紀型市民を養成するために琉球大学が平成24年度
から導入した学士としての質を保証するための取組の総称。全学共通の
７つの目標を定めている。

表１ ７つのURGCC学習教育目
標

自律性
自分自身が掲げる目標の達成に向けて、自律的に学習し行動すること
ができる。

社会性
市民として社会の規範やルールを理解し、倫理性を身に付け、多様な
人々と協調･協働して行動できる。

コミュニケーション・
スキル

言語とシンボルを用いてコミュニケーションを行い、自分の考えや意思
を明確に表現することができる。

情報リテラシー
幅広い分野の情報や知識を多様なチャンネルから収集し、適切に理解
した上で取捨選択し、活用することができる。

問題解決力
批判的・論理的に思考するとともに、これまでに獲得した知識や経験等
を総合して問題を解決することができる。

専門性
専攻する学問分野における思考方、スキル、知識等を体系的に身に付
け、活用することができる。

２．University of the Ryukyus Global Citizen Curriculum（URGCC）とは？

キャッチフレーズ！
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３．ＵＲＧＣＣ関連委員会・会議

平成21年度

（2009年度）

・ 琉球大学グローバルシティズン・カリキュラム（ＵＲＧＣＣ）

検討委員会 発足

平成22年度

（2010年度）
・ URGCC推進支援室（現在：開発室） 設置

平成23年度

（2011年度）

・ 学士教育プログラム代表者連絡・

調整会議 発足

平成24年度

（2012年度）
・ 全学学士教育プログラム

委員会

URGCCの導入開始
7
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機構会議

琉球大学グローバル教育支援機構

(委員会の任務)
・大学院の学則，学位規

則その他重要な規則の制

定改廃。

・研究科間の連絡調整。

2017.4.1現在

機構の目的：①本学の教育の目的と理念に沿って、

教育水準の向上とグローバル化を図る。②学生を

入学から進路決定まで一貫して支援し、社会に求

められる人材を育成する。

入学試験

管理委員会
教育研究評議会

各部局

学部教育委員会

大学院委員会

開発室の目的：機構の業務を遂行するため、

本学の教育等に関する諸課題についての調

査研究及び総括を行うとともに、その活動成

果の学内外への還元と本学の教育改革の推

進を目的とする。

専

門

委

員

会

機構の構成員：機構長、 副機構長、 部門長、専任教

員（特任教員を含む）、併任教員、その他の職員
機構会議の構成員：機構長、副機構長、開発室長、

副室長、部門長、学士教育・大学院教育のプログラ

ム委員長、各学部・研究科の教育委員会等の委員

長、附属図書館長、総合情報処理センター長、学

長補佐（教育担当）、学生部長、学生課長、教務課

長、入試課長、就職課長、国際教育支援室長、そ

の他機構長が必要と認めた者

（ 委員会の任務）
・研究倫理、文理融合研究、学際的研究

等を 内容とする 大学院課程の全学共通の

課題を検討する。

教員会議

構成員：機構長、 副機構長、 部門長、専任教

員、学長補佐（教育担当）、その他必要な職員

任務：機構の管理運営、事業計画、教員人事等

開発室の構成員：室長、副室長、各部門長、機構に所属する

教員及び機構又は機構の各部門に所属する その他の職員

の中から室長が指名した者、学長補佐（教育担当）、その他

必要な職員
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平成29年4月1日

№ 所属部局 職　　名 氏　　名 任　　期 内線番号 区　　分 備　　考

1
グローバル教
育支援機構

副機構長 狩俣　繁久 8285 １号委員 委員長、開発室長

2 〃 准教授 岡﨑　威生 8903 ２号委員 共通教育運営部門長

3 〃 准教授 西本　裕輝 8309 ３号委員 副委員長、授業支援部門長

4 〃 准教授 天野　智水 8458 ４号委員 副委員長

5 法文学部 教授 樋口　一彦 29.4.1～31.3.31 8200 ５号委員 法学　学士教育プログラム

6 〃 教授 德島　武 29.4.1～31.3.31 8232 ５号委員 経済学　学士教育プログラム＊

7 〃 教授 星野　英一 29.4.1～31.3.31 8253 ５号委員 政治･国際関係　学士教育プログラム

8 〃 准教授 吉満　昭宏 29.4.1～31.3.31 8862 ５号委員 人間行動　学士教育プログラム

9 〃 准教授 鈴木　良 29.4.1～31.3.31 8278 ５号委員 社会学　学士教育プログラム

10 〃 教授 稲村　務 29.4.1～31.3.31 8190 ５号委員 地理歴史人類学　学士教育プログラム

11 〃 教授 大胡　太郎 29.4.1～31.3.31 8287 ５号委員 琉球アジア文化　学士教育プログラム

12 〃 教授 山城　新 29.4.1～31.3.31 8293 ５号委員 英語文化　学士教育プログラム＊

13 〃 教授 西森　和広 29.4.1～31.3.31 8923 ５号委員 ヨーロッパ文化　学士教育プログラム

琉球大学全学学士教育プログラム委員会委員

27 〃 教授 比嘉　晃 29.4.1～31.3.31 8696 ５号委員 電子情報通信　学士教育プログラム

28 〃 准教授 神谷　大介 29.4.1～31.3.31 8653 ５号委員 社会基盤デザイン　学士教育プログラム

29 〃 准教授 入江　徹 29.4.1～31.3.31 8651 ５号委員 建築学　学士教育プログラム

30 〃 教授 遠藤　聡志 29.4.1～31.3.31 8714 ５号委員 知能情報　学士教育プログラム

31 農学部 准教授 杉村　泰彦 29.4.1～31.3.31 8776 ５号委員 亜熱帯地域農学　学士教育プログラム

32 〃 准教授 諏訪　竜一 29.4.1～31.3.31 8749 ５号委員 亜熱帯農林環境科学　学士教育プログラム

33 〃 准教授 鹿内　健志 29.4.1～31.3.31 8771 ５号委員 地域農業工学　学士教育プログラム

34 〃 准教授 高良　健作 29.4.1～31.3.31 8752 ５号委員 亜熱帯生物資源科学　学士教育プログラム

＊は夜間主コースを含む

委員会名簿 ※学士教育プログラム数
計32（平成30年度）
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日時 会場 議題等

第１回
※４月12日（水）

14:40～16:10
共通教育棟1号館

大会議室

【報告事項】
１ 今年度の委員について
２ 昨年度までの活動について
３ 今年度の活動と開催日程について
４ ３つのポリシーの公表について
【審議事項】
１ 規程の改定について
２ WGの設置について

第２回 ５月 メール会議
【審議事項】
１ WGのメンバーについて

第３回
６月７日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【報告事項】
１ ＷＧメンバーについて（第２回メール会議の報告）
２ シラバス記載状況の報告（平成29年度前学期）
【審議事項】
１ 年間スケジュールについて
２ 新旧プログラムの取り扱いについて

第４回
７月５日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【審議事項】
１ ７つのURGCC学習教育目標の見直しについて
２ 規程の一部改正について

第５回
８月２日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

グローバル教育支援機構主催 ＦＤ 授業技法ワークショップ「ルーブリックを作ろう」

９月 〈開催しない〉 夏季休暇

第６回
10月４日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【審議事項】
１ 平成30年度学士教育プログラムの名称、組織の変更について
２ ３つのポリシーの考え方と教育改善・評価のためのガイドラインについて
【報告事項】
１ 規程の一部改正について
２ 共通教育科目におけるキャリア関係科目のURGCC学習教育目標について
３ 平成29年度前学期共通教育等科目シラバス記載状況について
４ シラバスの登録について
５ 琉球大学の教育改善のための学生調査2017について

第７回
11月１日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【審議事項】
１ 平成30年度学士教育プログラムの名称及び組織の変更について
２ ７つのURGCC学習教育目標の見直しについて
【報告事項】
１ ３つのポリシーの考え方と教育改善・評価のためのガイドライン（案）について（回答_1020締切）
２ 学生調査結果の活用について

〇全学学士教育プログラム委員会スケジュール（平成29年度）

委員会スケジュール

10



第８回
※12月13日（水）

14:40～16:10
共通教育棟1号館

大会議室

【審議事項】
１ ３つのポリシーの考え方と教育改善・評価のためのガイドラインについて
２ ７つのURGCC学習教育目標の見直しについて
【報告事項】
１ 小冊子原稿等の提出について
２ 学生調査の結果の活用について
３ 大学機関別認証評価における訪問調査時の改善を要する点について
４ シラバス記載状況の報告（平成29年度後学期）
５ その他

第９回
※１月10日（水）

14:40～16:10
共通教育棟1号館

大会議室

【審議事項】
１ 小冊子原稿について（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾚﾍﾞﾙ_1228締切）
２ 評価基準表を用いた成績評価の実施について
【報告事項】
１ 「URGCCマトリクス」、「カリキュラムマップ」、「ワークシート：AP･DP･CPの対応関係」の提出状況について（ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑﾚﾍﾞﾙ_1228締切）

第10回
２月７日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【審議事項】
１ 平成31年度入学者選抜アドミッション・ポリシー策定のための「ワークシート：AP・DP・CPの対応関係」の見直しに
ついて（依頼）
２ 琉球大学URGCCの基本方針（案）について
３ URGCCメタ・ルーブリックの改定（案）について
【報告事項】
１ 「URGCCマトリクス」、「カリキュラムマップ」、「ワークシート：AP・DP・CPの対応関係」及び「平成30年度版
URGCC小冊子原稿」の提出状況について（最終提出 学部レヘ゛ル_0125締切）
２ ＦＤ：学生調査結果の活用報告（農学部_鹿内委員）
３ グローバル教育支援機構シンポジウムについて

第11回
３月７日（水）
14:40～16:10

共通教育棟1号館
大会議室

【審議事項】
１　平成31年度入学者選抜アドミッション・ポリシー策定のための「ワークシート：AP・DP・CPの対応関係」の見直しに
ついて（提出期限0302締切）
【報告事項】
１　平成29年度評価基準表に基づく成績評価の実施について（回答0301締切）
２　今年度の振り返りと来年度の課題について
３　平成29年度後学期共通教育等科目シラバス記載状況について
４　FDワークショップの開催について

○上記日程は、都合により変更する場合があります。

○「※」は、定例以外の開催日程です。

○議題等の無い場合は、休会となる月もあります。 11



小冊子の作成 URL http://w3.u-ryukyu.ac.jp/daikyo-c/urgcc/urgcc_office/reports.html
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• 学部の壁を取り払い「学士教育プログラム」を単位と
して構成

• 学士教育プログラムは入試の最小単位で設置

• 入口から出口までの責任体制が確立

• 全学的な観点から議論が可能

• 他学部がどのような改革を行っているかが可視化

• 議題は３つのポリシー、カリキュラムマップ、ルーブ
リック、アクティブラーニング等

• 委員会それ自体が月１回のFD研修会

• 委員がファシリテーターとなり各学部へも理念が浸透

４．全学学士教育プログラム委員会の機能・特徴

University of the Ryukyus
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サンプル：ＵＲＧＣＣマトリクス

【学士教育プログラム学習教育目標とURGCC学習教育目標との対応関係表】

自律性 社会性 地域・国際性
コミュニケー

ション・スキル
情報リテラシー 問題解決力 専門性

自分自身が掲げる目標
の達成に向けて、自律
的に学習し行動するこ
とができる。

市民として社会の規範や
ルールを理解し、倫理性
を身につけ、多様な人々
と協調・協働して行動で
きる。

地域の歴史と自然に学
び、世界の平和及び人
類と自然の共生に貢献
することができる。

言語とシンボルを用いて
コミュニケーションを行
い、自分の考えや意思を
明確に表現することがで
きる。

幅広い分野の情報や知
識を多様なチャンネルか
ら収集し、適切に理解し
た上で取捨選択し、活用
することができる。

批判的・論理的に思考す
るとともに、これまでに獲
得した知識や経験等を総
合して問題を解決するこ
とができる。

専攻する学問分野にお
ける思考法、スキル、知
識等を体系的に身につ
け、活用することができ
る。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○○○　学士教育プログラム　（●●●　コース）

農学の安定的・持続的生物生産、環境保全及び生物資
源の有効利用の役割を理解し、問題解決に対する責任を
認識する能力 （URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）

フィールド実習などの学部共通科目の授業を通して農学の基礎となる知識を身に付け、農業・食料・環境・資源分野の問題解決に対する責任を認識する。また、キャリア系科
目を通し、地域における農学の重要性を理解し、社会の一員として地域社会の要求に対応することの重要性を実践的に理解することを目指しているため。

沖縄の亜熱帯島嶼性という地理的・自然環境条件及び歴史
的・文化的特性をふまえて、亜熱帯の島嶼環境と調和した自
然循環型農業や田園空間の創造、ならびにIT農業の技術開
発やバイオマス地域循環システムの構築によって、「緑・土・
水」と人間との環境創出を理解し、社会からの要求を確実に
捉え、総合的に問題解決する能力

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
　大学で学ぶ意義を理解し自立的に行動する能力や21世紀型市民として、世界の多様な国や地域の歴史や伝統、文化を理解し、また、自らがよって立つ国や地域を説明し
理解を求めたりすることのできる能力を身に付け、異なる歴史的・文化的背景や価値観を持つ人々と共生していくことができる能力を目指しているため。主に、共通教育科目
（教養領域、総合領域）、専門基礎教育科目を履修することで身に付ける。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
外国語によるコミュニケーション力を核として養成し、グローバルな知識や情報を吸収、発信し、討論するための基本的な能力を身に付け、情報通信技術を駆使し、幅広い分
野の情報を収集し処理・判断する能力を目指しているため。主に共通教育科目（基幹領域）を履修することで身に付ける。

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
学科共通（コア）科目の履修を通し、沖縄及び亜熱帯地域の自然やこれらの地域で営まれる人間活動を理解し、農業工学の知識を活用し社会の抱える問題に取り組む能力を目指してい
るため。技術者倫理の受業を通し、技術者つぃての倫理性を身に付ける。外国語文献講読の授業を通し、専門性を基盤とした英語語運用能力の修得を目指している。また、卒業論文を
通し、問題解決に向かって自立的・計画的に行動し、多様な情報を分析し、総合的に問題解決をすることができる能力を目指しているため。

URGCC学習教育目標

社会の要求に対応し様々な科学、技術及び情報を自主
的、継続的に学習し問題解決する能力

本学の理念に基づき、知識基盤社会を知性と知識を備え
た21世紀型市民として、多様な人々の存在を認めて尊重
し、互いに協働して生きていく総合的教養人としての能力

国際的な人・物・情報の流れが重要性を増した時代にお
いて、地域や世界における複雑化した問題を全人類的視
点から取り組むことができる専門的知識人として、多様な
情報を受け取り、自らの考えを論理的かつ的確に伝える
ことができる能力

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
幅広い分野に関心を持ちながら、技術者・研究者として専門能力の向上を自主的に励み、問題を見出し解決する能力を目指しているため。主にコース提供科目から自らの
目標達成のため自立的に選択科目を学習することで身に付けるため。

学
士
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
教
育
目
標

（地域環境工学コース）自然と調和した農村空間の創出
及び環境に配慮した農村基盤の整備に関する技術、なら
びに亜熱帯特有の自然条件の下での防災と農村地域の
環境を保全する技術に関する専門的知識を理解する能
力

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
レベルの高い専門知識を身に付け、専門的職業人として問題解決をすることができる能力を目指し、実験・実習系の授業を通し協働して問題解決する能力を目指しているた
め。また、農業情報工学等の授業を通し、情報通信技術の高度な活用を修得するため。

（バイオシステム工学コース）食料生産から流通・加工に
係わる一連の工程のシステム化及び持続可能な再生可
能エネルギーの開発や利用に関する専門的知識を理解
する能力

（URGCC学習教育目標と関連があるとして、○印を付けた理由）
レベルの高い専門知識を身に付け、専門的職業人として問題解決をすることができる能力を目指し、実験・実習系の授業を通し協働して問題解決する能力を目指しているた
め。また、農業情報工学等の授業を通し、情報通信技術の高度な活用を修得するため。

委員会資料 １ 琉球大学大学教育センターページ
URL http://w3.u-ryukyu.ac.jp/daikyo-c/urgcc/urgcc_program/qa_program.html
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委員会資料 ２

サンプル：カリキュラムマップ
【ワークシート：DP・CPの対応関係】

学習教育目標【Ａ】について

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）

（１）学習教育目標【Ａ】
（２）学習教育目標【Ａ】を達成するための取組

<授業の構成（教育内容・方法）、科目間の順次性・関連性、科目名>

選択必修（共通） 共通教育科目（人文系、社会系、自然系等） 20 1～3年次 前期/後期 講義

選択必修（共通） 専門基礎教育（生物、化学、物理、数学系） 12 1～2年次 前期/後期 講義+実験

必修（専門） 農共101 食・農・環境概論 2 1年次 前期 講義

必修（専門） 農共102 基礎フィールド実習 1 1年次 前期 実習

必修（専門） 地503 卒業論文Ⅰ 3 4年次 前期

必修（専門） 地504 卒業論文Ⅱ 3 4年次 後期

合計単位数 41

○○○○　学士教育プログラム　（●●●　コース）

１．本学の理念に基づき、知識基盤社会を知性と知識を
備えた21世紀型市民として、多様な人々の存在を認めて
尊重し、互いに協働して生きていく総合的教養人としての
能力

・共通教育科目（人文系、社会系、総合系）を通して21世
紀型市民として、世界の多様な国や地域の歴史や伝統、
文化を理解し、総合的教養人としての能力を身に付ける。

・共通教育科目（人文系、社会系、琉大特色科目）を通し
て自らがよって立つ国や地域を説明し理解し、総合的教
養人としての能力を身に付ける。

・専門基礎教育（生物、化学、物理、数学系）を通し、自然
科学の基本的な事項を理解し、総合的教養人としての能
力を身に付けるとともに、２～３年次以降で履修する数
学・力学系の専門科目の基礎を養う。

・専門基礎教育（生物、化学、物理系）は講義の授業で理
論を学修するとともに、実験を通し、理論を自然現象を体
験として学修する過程を通し、２年次以降の専門科目の
履修に際し、実学としての農学を現象面のみではではな
く、理論としてとらえることができる素養を身に付ける。

・フィールド実習などの学部共通の専門科目を通し、農学
の基礎となる知識を身に付け、21世紀市民としての食料・
環境問題への責任を認識する。

・卒業論文を通し、問題解決に対する責任を認識し、知識
基盤社会における21世紀市民としての責任を認識する。

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）

（３）学習教育目標【Ａ】を達成するために履修する科目一覧

区分
（選択式）

科目番号 科目名または領域名 単位
受講年次
（選択式）

学期
（選択式）

授業形態
（選択式）

初
年
次

高
年
次

琉球大学大学教育センターページ
URL http://w3.u-ryukyu.ac.jp/daikyo-c/urgcc/urgcc_program/qa_program.html
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 当該年度 事項 次年度 事項 次々年度 事項 

４月 ○DP、CPの WEB 公開 

○URGCC カリキュラムマ

ップ等のワークシート

WEB 公開 

○URGCC 小冊子発行 

○APの WEB 公開  

５月  ○APの選抜要項等での

周知 

 

６月 ○学士教育プログラム 

DP、CP、AP のデータに

よる検証 

○全学学士教育プログ

ラム委員会で学士教育

プログラムの全学的課

題の検討 

 

７月    

８月    

９月    

10 月    

11 月  ○URGCC カリキュラムマ

ップ等のワークシート

修正作業（学士教育プ

ログラムの DP、CP 及び

カリキュラムの見直

し・改善） 

 

12 月    

１月  ○学士教育プログラム 

DP、CP 及び URGCC カリ

キュラムマップ等のワ

ークシート修正版を開

発室へ提出 

 

２月  ○全ての学士教育プロ

グラム DP、CP、AP の

全学学士教育プログラ

ム委員会で確認 

○URGCC カリキュラムマ

ップ等のワークシート

修正作業（学士教育プ

ログラム DP、CP、

AP、カリキュラムの見

直し・改善） 

３月  ○URGCC 小冊子印刷 

○URGCC カリキュラムマ

ップ等のワークシート

WEB 公開準備 

○APの決定 

 

５．３つのポリシー

３つのポリシーと教育改善・評価による
内部質保証の確立のためのガイドライン

琉球大学FDガイドページ
URL http://w3.u-ryukyu.ac.jp/daikyo-c/urgcc/urgcc_program/pg341.html
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• ３つのポリシーを同時に検討し整合性を担保

• これまではどうしてもAPが先行

• しかし本来はDPがまずあって、そこからCPやAP
が策定されるべき

• そこで年度を揃えたワークシートを作成

• これをもとに小冊子も発行

３つのポリシーの策定

University of the Ryukyus
18



琉球大学公式ホームページより URL http://www.u-ryukyu.ac.jp/

全学のポリシーとプログラ
ムごとのポリシーを策定 19



サンプル：AP・DP・CPの対応関係

【ワークシート：AP・DP・CPの対応関係】 ○○○○　学士教育プログラム

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ） カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）

　地域農業工学　学士教育プログラムでは、農村環境整備と緑・土・水資源の保全と改善に貢献できる有能な人材、ならびに情報技術
を応用し、食料生産から流通・加工に係わる農業生産、加工及びエネルギーシステムに関する社会的要求を総合的に問題解決できる
実践的人材となるため、以下に掲げる専門的知識と能力を修得します｡
１．本学の理念に基づき、知識基盤社会を知性と知識を備えた21世紀型市民として、多様な人々の存在を認めて尊重し、互いに協働し
て生きていく総合的教養人としての能力
２．国際的な人・物・情報の流れが重要性を増した時代において、地域や世界における複雑化した問題を全人類的視点から取り組むこ
とができる専門的知識人として、多様な情報を受け取り、自らの考えを論理的かつ的確に伝えることができる能力
３．農学の安定的・持続的生物生産、環境保全および生物資源の有効利用の役割を理解し、問題解決に対する責任を認識する能力
４．沖縄の亜熱帯島嶼性という地理的・自然環境条件および歴史的・文化的特性をふまえて、亜熱帯の島嶼環境と調和した自然循環
型農業や田園空間の創造、ならびにIT農業の技術開発やバイオマス地域循環システムの構築によって、「緑・土・水」と人間との環境
創出を理解し、社会からの要求を確実に捉え、総合的に問題解決する能力
５．社会の要求に対応し様々な科学、技術および情報を自主的、継続的に学習し問題解決する能力
６．（地域環境工学コース）自然と調和した農村空間の創出及び環境に配慮した農村基盤の整備に関する技術、ならびに亜熱帯特有の
自然条件の下での防災と農村地域の環境を保全する技術に関する専門的知識を理解する能力
　　（バイオシステム工学コース）食料生産から流通・加工に係わる一連の工程のシステム化および持続可能な再生可能エネルギーの
開発や利用に関する専門的知識を理解する能力

　地域農業工学　学士教育プログラムでは、授業の方法・内容などや学習の成果に係る評価基準等を明確に提示し、4年間の学習成果
を総合的に評価します。
（１）1年次では、共通教育科目（教養・総合領域）を履修し、人文・社会・自然科学の諸科学の内容や特有な課題に精通し、問題解決に
必要な固有の知識や方法を身につけ、それらを現代的状況へ応用できる能力を養い21世紀型市民としての教養を修得します。
（２）1-2年次では、共通教育（基幹領域）の履修を通し、外国語や情報科学の知識を修得し、多様な情報を受け取り、自らの考えを的確
に伝える能力を身につけます。
（３）初年次教育科目（「食・農・環境概論」、「基礎フィールド実習」）を履修し、農学の安定的・持続的生物生産、環境保全及び生物資
源の有効利用についての知識を修得し、食料問題、環境問題の解決策および農業のあり方について考えるとともに、農業・林業・畜産
業を実際に体験し農学の基礎を身につけ、大学で学ぶ意義を理解し、自律的で協働して学ぶ態度を身につけ、農学の社会的責任を理
解します。
（４）2-3年次では、学科共通（コア）科目を履修し、地域農業工学の原理・理論・法則を理解するとともに亜熱帯島嶼環境での農業・農
村環境について理解を深めます。選択科目等を通した実際現場での事例の学習や実験・実習の経験を通し専門知識の活用を具体的
に理解し、地域農業工学の知識を活用し社会からの要求を確実に捉え、問題に総合的に取り組む能力を身につけます。コース必修科
目の履修により、分野に特有な専門的な知識を修得します。
（５）3年次の「キャリアディベロップメント」、「キャリア実習」の科目は、学問が現場で展開される場面を体験しながら、卒業後のキャリア
プランを考え社会の一員としての責任を認識します。
（６）4年次では、卒業論文を通して問題解決に向かって自立的・計画的に行動し、多様な情報を分析し、総合的に問題解決をすること
ができる能力を身につけると共に、技術者・研究者として専門能力の向上を自主的に励み、問題を見出し解決する能力を身につけま
す。

アドミッション・ポリシー（AP）

１．学科等の教育理念・目的
　　農村環境整備と緑・土・水資源の保全と改善に貢献できる有能な人材、ならびに情報技術を応用し、食料生産から流通・加工に係わる農業生産、加工及びエネルギーシステムに関する社会的要求を総合的に問題解決できる実践的人材の育成を目的とします。

２．求める学生像
　　沖縄の亜熱帯島嶼性という環境で学ぶことを望み、農学分野の技術開発及び研究等を行う専門家として国内外で活躍することを志し、その学習のために必要な基礎学力を有し、主体的に学習に取り組む態度を身につけ、広い視野から社会の発展に貢献したいという意欲に溢
れる次のような人を求めています。
　　・農業・農村の環境整備とそれらが発揮する多面的機能の維持管理に関心がある人
　　・農業生産から流通・加工に係わる食料システムの構築に興味がある人
　　・自然エネルギーを活用した循環型地域システムを考えたい人
　○一般入試では特に次の学生を求めます
　　・農学を学ぶ基礎的な知識・技能を習得した人
　○推薦入試では特に次の学生を求めます
　　・農業・農村の環境や農業生産システムに関心があり、社会（または地域社会）に貢献する強い意志を持つ人
　○帰国子女特別入試・私費外国人留学生入試では特に次の学生を求めます
　　・国際的な視点から農業・農村の環境や農業生産システムについて考え、国内外で貢献する強い意志を持つ人

３．高等学校等で履修すべき科目や習得しておくことが望ましい資格等
　　高校において、理系科目（数学、理科）を学び、論理的思考力を身につけるようにし、自然科学の基礎知識を習得しておくことが必要です。文系科目（国語、地理歴史、公民、外国語）も幅広く履修し、多様な歴史的・文化的特性や価値観を理解しながら、自らの意見を述べること
ができるような学習が望まれます。受験のための学習に留まらず、自ら課題を発見し解決し、多様な人々と協働しながら学ぶ姿勢も身につけるよう努めてください。

４．入学者選抜の基本方針
　　一般入試（前期日程・後期日程）のほか、大学入試センター試験を課さない推薦入試など、多様な入試方法により知識・技能やそれらの活用能力の評価だけでなく、意欲と主体性をもって学ぶことができるかを、多面的・総合的に評価し、多様な人を広く受け入れます。
　○一般入試
　　高等学校等における基礎的教科・科目についての学習の達成度を測る大学入試センター試験を課し、前期日程では農学部で専門的教育を受けるに相応しい能力を有しているかをはかるため個別学力試験（数学、理科）を課しています。
　　また、後期日程は個別学力試験を課さず、大学入試センター試験の理科の配点を高くする傾斜配点により、理科の成績を重視した選抜を実施しています。
　○推薦入試
　　普通科系の生徒を対象にした入試と農業系の学科の生徒を対象とした入試があります。また、外国留学を所定の期間経験した人を対象とする英語重視の入試があります。推薦入試は高等学校が勉学態度と意欲の面からみて大学で学ぶ能力を有すると認め
　　た人物に対して行います。小論文では農学を学ぶための読解力や論理的な文章を作成する能力をはかり、面接等によって進学の目的や学習意欲などをみます。英語重視の推薦入試では面接により外国語によるコミュニケーション能力をみます。
　○帰国子女特別入試
　　小論文では農学を学ぶための読解力や論理的な文章を作成する能力をはかり、面接等によって進学の目的や学習意欲などをみます。
　○私費外国人留学生入試
　　日本留学試験では日本語による授業を理解できる十分な日本語能力と基礎学力をはかり、面接によって進学の目的や学習意欲などをみます。

委員会資料 ３

毎年確認
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• メタ（meta=高次の）とルーブリック（Rubric）を組み
合わせた造語

• いわば全学的ルーブリック

• 本来はすべての授業科目でルーブリックを作成す
ることが理想

→しかし挫折！

• そこで発想を変えルーブリックの親玉を作ることに

• ルーブリックを作成しない科目があったとしても評
価基準は担保

６．メタ・ルーブリックとは

University of the Ryukyus
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＜科目B＞
ルーブリッ

ク

＜科目A＞
ルーブリッ

ク

＜科目C＞
ルーブリック

メタ・ルーブリックのイメージ

ＵＲＧＣＣメタ・ルーブリック
（全学的ルーブリック）

＜科目D＞
ルーブリック

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

特に優れている 優れている 良好である 基準に達している

自律性
自分自身が掲げる目標の達成に向けて、
自律的に学習し行動することができる。

・大学で学ぶ意義を深く理解し、自分自身が掲
げる明確な目標の達成に向けて主体的かつ自律
的に学習・行動できる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身の
健康の維持を実践できる。

・大学で学ぶ意義を十分に理解し、自分自身
が掲げる目標の達成に向けて主体的かつ自律
的に学習・行動できる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身
の健康の維持に努めることができる。

・大学で学ぶ意義を理解し、自分自身が掲げ
る目標の達成に向けて自律的に学習・行動で
きる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身
の健康の維持に努めることができる。

・大学で学ぶ意義をある程度理解し、目標の
達成に向けて自律的に学習・行動できる。
・生涯を通した学びを理解し、心身の健康の
維持に配慮することができる。

社会性
市民として社会の規範やルールを理解
し、倫理性を身に付け、多様な人々と協
調・協働して行動できる。

・市民としての自覚を持って社会の規範やルー
ルを理解した上で尊重し、倫理性を十分に身に
付けることができる。
・多様な人々との違いを理解し、進んで協調・
協働し、高いリーダーシップを発揮し目標実現
のために行動することができる。

・市民として社会の規範やルールを十分に理
解し、倫理性を身に付けることができる。
・多様な人々と進んで協調・協働し、リー
ダーシップを発揮し目標実現のために行動す
ることができる。

・市民として社会の規範やルールを理解し、
倫理性を身に付けることができる。
・リーダーシップを理解し、多様な人々と協
調・協働し、目標実現のために行動すること
ができる。

・基本的な社会の規範やルール、倫理性を理
解することができる。
・他者と協調・協働し、目標実現のために立
場に応じた行動ができる。

地域・国際性
地域の歴史と自然に学び、世界の平和及
び人類と自然の共生に貢献することがで
きる。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付け
て深く考察することができ、異文化への理解と
寛容な姿勢を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に主体的に
貢献でき、地域・国際社会の発展に秀でた働き
かけができる。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付
けて考察することができ、異文化への理解と
寛容な姿勢を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に進んで
貢献することができる。また、地域・国際社
会の発展に積極的に優れた働きかけができ
る。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付
けて理解でき、異文化への理解と寛容な姿勢
を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に貢献す
ることができる。また、地域・国際社会の発
展に積極的に関与することができる。

・地域と世界の関わりに目を向け、異文化を
認識し、世界の平和及び人類と自然の共生に
ついて考えることができる。
・地域・国際社会の発展に関わる姿勢を示す
ことができる。

コミュニケーション・スキル
言語とシンボルを用いてコミュニケー
ションを行い、自分の考えや意思を明確
に表現することができる。

・言語とシンボルを高度に使いこなしてコミュ
ニケーションでき、他者の様々な立場を理解し
尊重しながら、自分の考えや意思を明確に表現
することができる。
・語彙、論理ともに的確で完成度の高いレポー
ト・論文を作成することができる。

・言語とシンボルを使いこなしてコミュニ
ケーションでき、他者の様々な立場を理解
し、自分の考えや意思を明確に表現すること
ができる。
・語彙、論理ともに適切で優れたレポート・
論文を作成することができる。

・言語とシンボルを用いてコミュニケーショ
ンでき、他者の様々な立場を理解し、自分の
考えや意思を明確に表現することができる。
・語彙、論理ともに適切な文書でレポート・
論文を作成することができる。

・言語とシンボルの基本的な活用ができ、自
分の考えや意思を表現することができる。
・語彙、論理ともに基本的なレベルでレポー
ト・論文を作成することができる。

情報リテラシー
幅広い分野の情報や知識を多様なチャン
ネルから収集し、適切に理解した上で取
捨選択し、活用することができる。

・精度の高い情報や知識を多様なチャンネルか
ら正確に、効率よく収集・分析し、客観的に判
断することができる。
・信頼できる情報源を的確に取捨選択し、モラ
ルに則って活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルから効率よ
く収集・分析し、客観的に判断することがで
きる。
・信頼できる情報源を判断し、モラルに則っ
て活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルから収集・
分析し、客観的に判断することができる。
・信頼できる情報源を判断し、モラルに則っ
て活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルからある程
度収集・分析し、客観的に判断することがで
きる。
・情報源の信頼性と、モラルに配慮し活用す
ることができる。

問題解決力
批判的・論理的に思考するとともに、こ
れまでに獲得した知識や経験等を総合し
て問題を解決することができる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、的
確かつ主体的に問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合して
論理的に分析し、的確かつ主体的に問題解決で
き、幅広い分野から得られる知見を発展的に活
用できる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、
主体的に問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合し
て論理的に分析し、主体的に問題解決でき、
幅広い分野から得られる知見を活用できる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、
問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合し
て論理的に分析し、問題解決でき、幅広い分
野から得られる知見を活用できる。

・批判的・論理的な視点を持って問題を見い
だすことができる。
・持てる知識や経験を踏まえて分析し、問題
解決でき、他の分野の知見も参考に捉えるこ
とができる。

専門性
専攻する学問分野における思考法、スキ
ル、知識等を体系的に身に付け、活用す
ることができる。

・専攻する学問分野における高度な思考法、ス
キル、知識等を体系的に身に付け、応用的に活
用することができる。

・専攻する学問分野における優れた思考法、
スキル、知識等を体系的に身に付け、十分に
活用することができる。

・専攻する学問分野における思考法、スキ
ル、知識等を体系的に身に付け、活用するこ
とができる。

・専攻する学問分野における基本的な思考
法、スキル、知識等を体系的に身に付け、用
いることができる。

レベル

レベルのめやす

プログラムの学習教育目標
URGCC学習

教育目標
当該授業科目の達成目標

重みづけ
（％）

F : Failure
（0～59点）

D : Pass
（60～69点）

C : Fair
（70～79点）

B : Good
（80～89点）

A : Excellent
（90～100点）

コミュニケーション能力：専
攻の対象言語（ドイツ語・フ
ランス語・スペイン語から１
言語選択）による高度な運
用能力を身に付け、コミュニ
ケーション能力の向上を目
指す。

◯社会性
◯コミュニケー
ション・スキル
◯情報リテラシー

論文執筆のルールを守り、
自身の設定したテーマにつ
いて各言語および日本語を
用いて情報収集・文献検
索・資料調査を行い、その
概要を説明することができ
る。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

探求心と倫理性：各言語活
動に関わる文化事象のなか
から自分なりに研究課題を
見つけ、それを論理的に解
決し表現する能力を身に付
ける。

◯自律性
◯問題解決力

これまでに修得した知識や
技能を活かして、独自の
テーマを設定し、適切なス
ケジュールに沿って自律的
に研究を進めることができ
る。論文執筆・口頭発表に
おいてこれを論理的に表現
することができる。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

プログラムの学習教育目標
URGCC学習

教育目標
当該授業科目の達成目標

重みづけ
（％）

F : Failure
（0～59点）

D : Pass
（60～69点）

C : Fair
（70～79点）

B : Good
（80～89点）

A : Excellent
（90～100点）

コミュニケーション能力：専
攻の対象言語（ドイツ語・フ
ランス語・スペイン語から１
言語選択）による高度な運
用能力を身に付け、コミュニ
ケーション能力の向上を目
指す。

◯社会性
◯コミュニケー
ション・スキル
◯情報リテラシー

論文執筆のルールを守り、
自身の設定したテーマにつ
いて各言語および日本語を
用いて情報収集・文献検
索・資料調査を行い、その
概要を説明することができ
る。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

探求心と倫理性：各言語活
動に関わる文化事象のなか
から自分なりに研究課題を
見つけ、それを論理的に解
決し表現する能力を身に付
ける。

◯自律性
◯問題解決力

これまでに修得した知識や
技能を活かして、独自の
テーマを設定し、適切なス
ケジュールに沿って自律的
に研究を進めることができ
る。論文執筆・口頭発表に
おいてこれを論理的に表現
することができる。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

プログラムの学習教育目標
URGCC学習

教育目標
当該授業科目の達成目標

重みづけ
（％）

F : Failure
（0～59点）

D : Pass
（60～69点）

C : Fair
（70～79点）

B : Good
（80～89点）

A : Excellent
（90～100点）

コミュニケーション能力：専
攻の対象言語（ドイツ語・フ
ランス語・スペイン語から１
言語選択）による高度な運
用能力を身に付け、コミュニ
ケーション能力の向上を目
指す。

◯社会性
◯コミュニケー
ション・スキル
◯情報リテラシー

論文執筆のルールを守り、
自身の設定したテーマにつ
いて各言語および日本語を
用いて情報収集・文献検
索・資料調査を行い、その
概要を説明することができ
る。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

探求心と倫理性：各言語活
動に関わる文化事象のなか
から自分なりに研究課題を
見つけ、それを論理的に解
決し表現する能力を身に付
ける。

◯自律性
◯問題解決力

これまでに修得した知識や
技能を活かして、独自の
テーマを設定し、適切なス
ケジュールに沿って自律的
に研究を進めることができ
る。論文執筆・口頭発表に
おいてこれを論理的に表現
することができる。

25
基準に達して
いない
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（70～79点）
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A : Excellent
（90～100点）

コミュニケーション能力：専
攻の対象言語（ドイツ語・フ
ランス語・スペイン語から１
言語選択）による高度な運
用能力を身に付け、コミュニ
ケーション能力の向上を目
指す。

◯社会性
◯コミュニケー
ション・スキル
◯情報リテラシー

論文執筆のルールを守り、
自身の設定したテーマにつ
いて各言語および日本語を
用いて情報収集・文献検
索・資料調査を行い、その
概要を説明することができ
る。

25
基準に達して
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最低限できる
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る

よくできる すぐれている

探求心と倫理性：各言語活
動に関わる文化事象のなか
から自分なりに研究課題を
見つけ、それを論理的に解
決し表現する能力を身に付
ける。

◯自律性
◯問題解決力

これまでに修得した知識や
技能を活かして、独自の
テーマを設定し、適切なス
ケジュールに沿って自律的
に研究を進めることができ
る。論文執筆・口頭発表に
おいてこれを論理的に表現
することができる。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている
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レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

特に優れている 優れている 良好である 基準に達している

自律性
自分自身が掲げる目標の達成に向けて、
自律的に学習し行動することができる。

・大学で学ぶ意義を深く理解し、自分自身が掲
げる明確な目標の達成に向けて主体的かつ自律
的に学習・行動できる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身の
健康の維持を実践できる。

・大学で学ぶ意義を十分に理解し、自分自身
が掲げる目標の達成に向けて主体的かつ自律
的に学習・行動できる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身
の健康の維持に努めることができる。

・大学で学ぶ意義を理解し、自分自身が掲げ
る目標の達成に向けて自律的に学習・行動で
きる。
・生涯を通して学び続ける姿勢を持ち、心身
の健康の維持に努めることができる。

・大学で学ぶ意義をある程度理解し、目標の
達成に向けて自律的に学習・行動できる。
・生涯を通した学びを理解し、心身の健康の
維持に配慮することができる。

社会性
市民として社会の規範やルールを理解
し、倫理性を身に付け、多様な人々と協
調・協働して行動できる。

・市民としての自覚を持って社会の規範やルー
ルを理解した上で尊重し、倫理性を十分に身に
付けることができる。
・多様な人々との違いを理解し、進んで協調・
協働し、高いリーダーシップを発揮し目標実現
のために行動することができる。

・市民として社会の規範やルールを十分に理
解し、倫理性を身に付けることができる。
・多様な人々と進んで協調・協働し、リー
ダーシップを発揮し目標実現のために行動す
ることができる。

・市民として社会の規範やルールを理解し、
倫理性を身に付けることができる。
・リーダーシップを理解し、多様な人々と協
調・協働し、目標実現のために行動すること
ができる。

・基本的な社会の規範やルール、倫理性を理
解することができる。
・他者と協調・協働し、目標実現のために立
場に応じた行動ができる。

地域・国際性
地域の歴史と自然に学び、世界の平和及
び人類と自然の共生に貢献することがで
きる。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付け
て深く考察することができ、異文化への理解と
寛容な姿勢を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に主体的に
貢献でき、地域・国際社会の発展に秀でた働き
かけができる。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付
けて考察することができ、異文化への理解と
寛容な姿勢を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に進んで
貢献することができる。また、地域・国際社
会の発展に積極的に優れた働きかけができ
る。

・地域の歴史と自然、社会等と世界を結び付
けて理解でき、異文化への理解と寛容な姿勢
を持つことができる。
・世界の平和及び人類と自然の共生に貢献す
ることができる。また、地域・国際社会の発
展に積極的に関与することができる。

・地域と世界の関わりに目を向け、異文化を
認識し、世界の平和及び人類と自然の共生に
ついて考えることができる。
・地域・国際社会の発展に関わる姿勢を示す
ことができる。

コミュニケーション・スキル
言語とシンボルを用いてコミュニケー
ションを行い、自分の考えや意思を明確
に表現することができる。

・言語とシンボルを高度に使いこなしてコミュ
ニケーションでき、他者の様々な立場を理解し
尊重しながら、自分の考えや意思を明確に表現
することができる。
・語彙、論理ともに的確で完成度の高いレポー
ト・論文を作成することができる。

・言語とシンボルを使いこなしてコミュニ
ケーションでき、他者の様々な立場を理解
し、自分の考えや意思を明確に表現すること
ができる。
・語彙、論理ともに適切で優れたレポート・
論文を作成することができる。

・言語とシンボルを用いてコミュニケーショ
ンでき、他者の様々な立場を理解し、自分の
考えや意思を明確に表現することができる。
・語彙、論理ともに適切な文書でレポート・
論文を作成することができる。

・言語とシンボルの基本的な活用ができ、自
分の考えや意思を表現することができる。
・語彙、論理ともに基本的なレベルでレポー
ト・論文を作成することができる。

情報リテラシー
幅広い分野の情報や知識を多様なチャン
ネルから収集し、適切に理解した上で取
捨選択し、活用することができる。

・精度の高い情報や知識を多様なチャンネルか
ら正確に、効率よく収集・分析し、客観的に判
断することができる。
・信頼できる情報源を的確に取捨選択し、モラ
ルに則って活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルから効率よ
く収集・分析し、客観的に判断することがで
きる。
・信頼できる情報源を判断し、モラルに則っ
て活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルから収集・
分析し、客観的に判断することができる。
・信頼できる情報源を判断し、モラルに則っ
て活用することができる。

・情報や知識を多様なチャンネルからある程
度収集・分析し、客観的に判断することがで
きる。
・情報源の信頼性と、モラルに配慮し活用す
ることができる。

問題解決力
批判的・論理的に思考するとともに、こ
れまでに獲得した知識や経験等を総合し
て問題を解決することができる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、的
確かつ主体的に問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合して
論理的に分析し、的確かつ主体的に問題解決で
き、幅広い分野から得られる知見を発展的に活
用できる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、
主体的に問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合し
て論理的に分析し、主体的に問題解決でき、
幅広い分野から得られる知見を活用できる。

・様々な視座から批判的・論理的に思考し、
問題を見いだすことができる。
・これまでに獲得した知識や経験等を総合し
て論理的に分析し、問題解決でき、幅広い分
野から得られる知見を活用できる。

・批判的・論理的な視点を持って問題を見い
だすことができる。
・持てる知識や経験を踏まえて分析し、問題
解決でき、他の分野の知見も参考に捉えるこ
とができる。

専門性
専攻する学問分野における思考法、スキ
ル、知識等を体系的に身に付け、活用す
ることができる。

・専攻する学問分野における高度な思考法、ス
キル、知識等を体系的に身に付け、応用的に活
用することができる。

・専攻する学問分野における優れた思考法、
スキル、知識等を体系的に身に付け、十分に
活用することができる。

・専攻する学問分野における思考法、スキ
ル、知識等を体系的に身に付け、活用するこ
とができる。

・専攻する学問分野における基本的な思考
法、スキル、知識等を体系的に身に付け、用
いることができる。

レベル

レベルのめやす

備考：琉球大学 グローバル教育支援機構 開発室 2017 『琉球大学URGCC FDガイド 第２巻 ルーブリック
編』 参照

ＵＲＧＣＣメタ・ルーブリック

レベル４＝A、レベル３＝B、
レベル２＝C、レベル１＝D

の成績評価に対応 23



プログラムの学習教育目標
URGCC学習

教育目標
当該授業科目の達成目標

重みづけ
（％）

F : Failure
（0～59点）

D : Pass
（60～69点）

C : Fair
（70～79点）

B : Good
（80～89点）

A : Excellent
（90～100点）

コミュニケーション能力：専
攻の対象言語（ドイツ語・フ
ランス語・スペイン語から１
言語選択）による高度な運
用能力を身に付け、コミュニ
ケーション能力の向上を目
指す。

◯社会性
◯コミュニケー
ション・スキル
◯情報リテラシー

論文執筆のルールを守り、
自身の設定したテーマにつ
いて各言語および日本語を
用いて情報収集・文献検
索・資料調査を行い、その
概要を説明することができ
る。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

探求心と倫理性：各言語活
動に関わる文化事象のなか
から自分なりに研究課題を
見つけ、それを論理的に解
決し表現する能力を身に付
ける。

◯自律性
◯問題解決力

これまでに修得した知識や
技能を活かして、独自の
テーマを設定し、適切なス
ケジュールに沿って自律的
に研究を進めることができ
る。論文執筆・口頭発表に
おいてこれを論理的に表現
することができる。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

専門的知識：各言語圏の文
学・文化・歴史・民俗等に関
する専門知識およびヨーロッ
パ言語文化圏・EU社会全体
の横断的な理解を深める。

◯地域・国際性
◯専門性

各言語圏やヨーロッパの文
化・社会に関してこれまで
得た専門的知識を活かし、
自身のテーマに深くアプ
ローチし、さらに高度な知
識と理解を得ることができ
る。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

異文化理解：高度な異文化
理解を実現し、地域社会お
よび国際社会でその能力を
発揮できる人材を育てる。

◯社会性
◯地域・国際性
◯コミュニケー
ション・スキル

対象とする言語の文かにつ
いての知識と理解を深め、
自国と異なる文化を尊重し
ながら調査・研究を遂行す
ることができる。

25
基準に達して
いない

最低限できる
だいたいでき
る

よくできる すぐれている

※ある学士教育プログラムで用いられた評価基準表（平成28年度）を参
照

例：集大成的科目における評価基準表
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図７－１ URGCC学習教育目標得点率平均の分散分析結果（学年間比較）

URGCCに関する学生調査 調査結果（2016年 ９月実施）

７．URGCCの効果の検証
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図７－２ URGCC学習教育目標平均得点率の年次間比
較

URGCCに関する大学教員調査 調査結果（2016年 ３月実施）
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図７－３ 学部４年次の大学教育への満足度の比較（平成23年度と平成28年度）

教育への満足度に関する調査結果（2011年、2016年実施学生調査より）

調査の好きな大学？
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